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巻頭言 

 

 

大学と地域社会の関係は、「大学が地域社会に知を発信する」のみならず、「大

学が地域社会から学ぶ」という、双方向性が求められています。兵庫医療大学は、

2007 年の開学以来、地域連携実践センターが中心になって社会活動を行ってき

ました。2015 年に設置した社学連携推進機構は、大学教員の地域社会での活動

や研究、さらに、それに関わる学生の学びと教育など、地域と密接に連携した

様々な活動を展開してきました。本学では、これらの諸活動を通じて、双方向性

の活動を実践してきました。 

 

本学は、地域と共に学ぶ医療総合大学としての立場から、ヘルスサイエンスを

基盤とする心と体の健康支援について地域と連携協働するとともに、地域企業・

団体との共同研究としてヘルスサイエンスイノベーションに取り組んできまし

た。引き続き、社学連携推進機構が中心になって本学の教員個人および学部レベ

ルの諸活動を大学全体として集約し、地域と共生する大学としての包括的取り

組みを推進していきます。 

 

現在、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症は、社会におけ

る人と人との関わり方に大きな変化を与え、今後の社会の仕組みを変えていく

可能性があります。大学と地域社会の関係は、大学の教育・研究、そして、地域

社会貢献など、たいへん重要です。これまでに培った関係をさらに発展して、新

しい社会の仕組みのなかで有用な活動ができるようにしたいと思います。 

 

本報告書は2019年度に兵庫医療大学が実施した多彩な地域連携活動事業を取

りまとめたものです。 

御一読のうえ、本学の活動をご理解いただければ幸いです。 

 

 

2020（令和 2）年 7月   

兵庫医療大学 学長 

藤岡 宏幸 



はじめに 

 

 兵庫医療大学は、2007 年の開学以来、地域連携実践センターが主体となり、社会貢献

活動に取り組んできました。2015 年 4 月には、本学における社会貢献活動を、質と量

の観点からより一層充実するためだけでなく、個々の教員レベルの取り組みを全学的な

取り組みへと展開していくために、「社学連携推進機構」を開設するとともに、2016 年

度には地域連携実践センターを同機構の下部組織「地域連携実践ステーション」へと改

組することにより、本学における社学連携活動の枠組みを実践的に整備しました。 

 この整備した新体制の下、社学連携推進機構が主体として取り組んできた活動、制度

づくり等が評価され、2017 年度まで 3 年連続で私立大学等改革総合支援事業タイプ２

「地域発展」とタイプ３「産業界・他大学との連携」に、そして 2019 年度は新たに再

構成された同事業タイプ３「地域社会への貢献／地域連携型」に採択されました。 

 これらの成果(Outcome)は、本学が社学連携活動の構造(Structure)を整備したことだ

けでなく、本学教員の素晴らしい取り組み(Output)に起因します。たとえば、2015 年度

から開講されている地域交流プロジェクト「介護予防推進サポーター養成プロジェクト」

は、神戸市中央区健康福祉課と連携し、“地域住民の、地域住民による、地域住民のた

めの健康づくり”のプラットフォームとして大きく展開しつつあります。この Output

を支援するため、本学は 2018 年 4 月から「兵庫医療大学健康づくりサポーターバンク

事業」を開始しました。2020 年 3 月現在、同養成プロジェクトを修了した地域住民 63

名の皆さんが「健康づくりサポーター」として、2019 年度は 42 回の介護予防体操教室

を自主運営されました。地域住民の皆さんと本学とが思い描いた共通の夢を着実に具現

化していることを、非常に嬉しく思っています。 

 本書は、2019 年度に本学教員が Output として実施した地域交流プロジェクトならび

にポーアイ 4 大学による連携事業を取りまとめた報告書です。残念ながら COVID–19 の

影響で年度末には実施できなかった取り組みもございましたが、本学教員が地域住民の

皆さまに寄り添いつつ取り組んだ地域連携活動の実績報告を、地域の皆様、保護者・大

学関係者諸氏には、ぜひ、ご一読の上、「地域とともに学ぶ大学」目指す本学の心意気

を感じ取っていただければ幸いでございます。2019 年度私立大学等改革総合支援事業

タイプ３「地域社会への貢献／地域連携型」に採択されたことを誇りに、新たな制度・

枠組みを企画立案しつつ、より一層、社会貢献に取り組んでまいりますので、今後とも

ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

社学連携推進機構長 

前田 初男 
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．はじめに

たちの はたくさんの“ ”であ れて

います 家の 明やテレ の レイはも

ち んですが レンジではマイク とい

う“ ”により 理を め すことができ

ジ という“ ”を いることで マ の

でも で うことができます 場で

も X や ンマ という“ ”はレント ン

や に われて 開をしなくても たちの

身体の を見て することを可能にしま

す にはレー ーが いられてシミや

の に されています また は た

ちの 状 にも することが知られてお

り 度の を る が に対して

有 であることが実 されています は

度に ることで体 の ミン に

されますが 一方で けや の に

もなってしまいます 回の では このよ

うな様 な“ ”を するとともに

や 場で されている を し

ました さらに これからの に向けて

どうして けしてしまうのか どうすれば

を ことができるのか そして け

めク ー を いた実 を しました

． 場で われる“ ”

は の一 であり によって

や ーが なることから

に応じて様 な の“ ”が されてい

ます えば X は が く が

いことからレント ンや CT に われてい

ます に の い ジ は が い

ことを してMRIなどで されています

また可 は で することができ

る の であり イ ーを いて

体 を する で されています

３． に われる“ ”

は ーを持っているので 的によ

って に を べば にも するこ

とができます は ーが大きく

的に することで DNA を し ン

を うことができます また の

品を することで 分 から の 能や

がわかるだけでなく にも すること

ができます 可 を いるレー ー でも

させることで シミやそばかすの レ

ー ー などに応 することが可能です

の 講  

の回 の な を活  

学部 教   

の 講

学部 教　 　 

の の な を活
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４． と 対

場で いられる について知っても

らった で の を る や す

ることによる け そして 対 につ

いて しました け めはク ー

イ や レー イ また ー

ー のものなど 様な イ が され

ていますが いたいシーンに合わせて こ

とが大 になります PA や SPF を 認す

るとともに 強い 果のものには様 な 学

が含まれているので 何が入っているのかに

ついても 認することが必要になります に

2020 から の一 では いくつかの

学 を含む け めの 入や 持ち

込 が されていることが まっています

これは に け して ン に を

えることが理 ですが を じて人体にも

されることが報 されています そこで

に 果の強い け めを うだけではな

く こまめに り しを うなど に

することと 同時に や などの の

対 を うことで けを ことができ

ることが有 であることを しました 公開

の では 度 を いて 実際に や

UV ト ー ンによってどれだけ

が トできるかについても しました

．まとめ

では身近な関心 である 対

を 心に 場で いられる について

しました で身の回りのもの（ や ー

お など）を実際に らせて るなどの体

をしてもらうことで 理 学という さ

れがちな分 を親身に感じてもらえたのでは

ないかと えています を じて 見え

ているようでよくわからない“ ”についての

理解が まれば いです
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．はじめに

 トレ 社会という言葉は たちの の

にすっかり定 するようになりました 近

では トレ チ クなるものが会社で わ

れているようです しかも や トレ は

く大人だけの問 でもありません 小学 へ入

学したばかり から 人 関係や の見えない

将来に を ませ そして い社会人 はも

ち ん が 立って としたと思っても

度は さて これから自分がどう きていく

のか を 度 り すという が ってい

ます 近の としては （ ーシャ

ト ークシ テ ） いわ る マ の

で まで知ら に んだ人の言葉が自 と

に入ってしまうようになりました もち ん

いい言葉ばかりではありません また 聞きた

くない人の声が聞こえるようになったかと思

えば に 度は誰も見ていない場 で 者が

イ イ した強者から された というニュ

ー も見かけます そして 2 2 コ の

場は 達の を大きく変えたことは 違

いないでし う コ （コ と共

に きる）という言葉の をこれから たち

が していくことになるのですが どうやら

のとこ コ は人 の トレ そのもの

のようです そう えると きっと人は ま

で トレ と共に きていくことになるので

し うね では トレ と い関係のあ

る 的な心の である「うつ 」が

えていますが これもまた たちがこれから

トレ と共に きていくことを けている

ともいえるでし う

 しかし たちは トレ に対して ただ

いているだけでは まりません なくせる

トレ はなくせばいいのですが なくせない

トレ もたくさんあるのが 実です トレ

をなくせるか なくせないかの 2 分 で える

のではなく トレ と共に ーイン

（ せな 持ち）を 持 向 することを

して ませんか な なら たちが に め

ているものはきっと ーイン なので

すから 回 トレ とうまく き合う方

として トレ マ ージメント（ トレ の

理方 ）について いたします

． トレ ーと トレ 応

 トレ と き合うには ま トレ につ

いて知らなくてはなりません すでに さんは

トレ をよく知っているかもしれませんが

くの人は「 トレ ー」と「 トレ 応」

を する はないと思います トレ

ーとは「 トレ の となる な 激 来

」のことです トレ 応とは「 トレ

によって ーイン が害されている状

」のことです トレ ーをなくすことが

来ない場合 そしてその トレ ーが た

ちの ーイン を害している場合 どう

やって自分の ーイン を るのかと

いう で トレ マ ージメントを学んで

まし う

３． トレ ーと き合う方

 という人は トレ ーを持

つ人が トレ 応を起こすまでを数 に

分けています（ ） そして それ れの に

合った感情 方 を しています

ー ン

学部

か る ン

学部 教　  　
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） ： トレ ーとの が い

 の で見ると は トレ ー（赤い

マーク）と人（のイ ト）との

が い です この時の トレ 応は の

イ トのようにややつらい 度です この

に必要なのは「 」です トレ

ーとの が いので て トレ ーと

会わないようにすればよいのです えば

な 手に 理に会わなくていいし の関

係を わらせることも 来ます しっかり自分

の状 と トレ ーを し めに対 す

る を持つことです が重大 する の

対応に 感になることです

2）2 ： トレ ーとの が近い

もし「 」が 来なければ「 ら

し」を しまし う かに トレ ーは近

くに していますが それに し 必要

に しんでいる可能 はありませんか 一人

で に テ な 想や トに ける

のではなく きな や友達と しい時 を

ごし 自分の な （ な心）を ち

まし う いつの にか トレ が えていた

場合 この方 が有 だったと思っていいです

） ： トレ ーと している

 トレ ーをなくすことが 来ないこと

を とした場合 この では「認知の

」を しまし う け め方を変えるので

す な心を ててない時 ど「 け め方

を変えるなんてただの めだ」と感じるでし

う さんが い時 勉強や ー をもう

一 れなかった理 えば友達関係など

は に り っても不変の トレ ー

だったでし うか 人は っている時 ど「

の しさこそが真実だ」「この いトン は

一 く」「こんなにつらいのは自分だけだ」と

えがちです トレ はす に しないか

もしれませんが「 の え方だって 実だ」と

いう 後の をしっかり手 さないように

しまし う いつか「 じて かった」と思え

る が来ると思います

） ： トレ 応が しそうな

この では くの人が 応的な 動に

ってしまう クがあります ア コー

ク などです しかし そ

の 的はいたってシン で「 れたい」とい

うものです 的に れることは 人 の持

つ知的な 動です えば ー など

自分の 応的な方 が見つけることです

４．まとめ

 ここで した方 は とても実 的ですが

と「 でシ アだな」 と感じた方も い

かもしれません もっと トレ ーと くな

る方 はないのかと トレ ーと くする

ことは可能ですが そのために必要なのは ト

レ ーと をとり を らし け め

方を変え レ シュすることで「 トレ を

コント ー できる」という と自 を持つこ

とです と自 を持ち めて トレ ー

と向き合うことが 来た時 あなた 来の思いや

りを してあなただけの方 で トレ ー

と き合うことが可能となると思います

回は トレ ーを解 する（なくす）の

ではなく トレ ーがなくならない で

うまく き合う方 を しましたが 問 を

解 するには な自分とともに な

者の ートが かせません の ） ）

のい れの においても 頼できる人を作

り 頼ることが大 になります ただし 勉強

が トレ ーという学 には 勉強すること

が解 の であることを け加えています
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はじめに

 にかかる どではないけれど，ち っと

きになる もれ．その くの方が症状を自覚し

不 感を持ちながらも トを いたり，

しながら を ごすなど 自の対 を取

られています． 

 の の がなんらかの下

症状を有しているといわれており， の

に大きく を えています． と で

は の 能的な が なるため，

もれの や対 方 にも なる知識と理解

が必要となります． 

 の も にある ン ク状の

が です． は の

を支える大 な をしており， に の

場合， や加 ， などが で

が し， もれを起こしやすくなります．

の場合は， 立 後の 後症状として

れを認められることがあります． 

にわたり の を大きく るがす

もれに対し， トレーニン は予

に 果があります． 回の では もれに

ついての 要と， トレーニン のコ

を 心に 体 していただきました．

公開 要

）実 時 （ ） ：  

）実 場  大学  

）参加人数： （ ， ） 

はじめに

「 の 向がある がする」「 もれは

だから 方がない」「 ，トイレに起きるので

しっかり れない がする」「 や でも

不安」など もれに 不安を抱えておられる

方は 的に くいらっし います．

と加 には関係があります． の

は の とされますが， にな

ると，その が同 もしくは する 象が起

こります．そのため，加 とともに の

も えてくることが えられます． 

の もれと

もれに関する を対象とした 学

的 では， に を認め，その

くが 後 であることが報 されていま

す． には主に ， ， 合 が

あります．主な は， ，加 など

による の 下です．また，

的 を けた方（ など）や ト

ン ， も の クを める

だといわれています． の はい

くつかありますが， の などがあ

られます． 合 は， と が

する状 です．このような に対して

ち っと になる もれの

トレーニン を体 しませんか

               テーション学   明

と なる の

リハビリテーション学部 准教授　  　 子

ー ン を ませんか
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果的な の つに トレーニン

があります． ン レ が く， 的

に有 が されています．

の もれと

の を める要 には， 的

（ 立 全 後の ），

加 があります． 立 は 予

数の第 であり， の全がん全体のうち

を めています． 立 全 後の 後

の有 は と幅がありますが，

少なくありません．手 によって や

が されるため が起こります．こ

のような に対する 果的な の つ

に トレーニン があります．

トレーニン

コ の 方に と では違いがあり

ます． の イメージは の場合

は「 や を っと めて き るよう

に」， の場合は「 を持ち るように」

「 を めるように」などを 識しながら

めることが大 です．

が正しくできているかは，ご自身で会

心や を してください．コ を

めたら， の 的な 大 ，な

ら に の持 的な を してい

きます． トレーニン の実 回数の

安は ト 回 つ，2 トですが，

ま は 来る で いません． に回数を

やしていきます．できるだけ少し つでも

し， か することが大 です． 

において大なり小なり がかか

ります．重い を持ったり， やくし をす

る場合はあらかじめ イミン を合わせて

識的に を させるようにするこ

とはとても有 です．これは （ ク）

とよばれる方 です．

はおなかの により が

され， もれを起こしやすくなります．

ン のとれた で 正体重を つことが

大 です．また， をすると により

が され， や ， 感につなが

ることもあります．

インの り方にも が必要です．

インは を 激し， や ，

加の き になります． （ ン

イン）やミ ー ーが メです．

まとめ

 トレーニン は 強く けるこ

とで， 果を実感できると思います． りす

て「いきむ」ことがないよう してくださ

い．いきんでしまうと がかかり， 果に

なります． 果が るには か かかりますが，

コ コ トレーニン を実 し

て てください．

参加してくださった の 様 公開

の方 に感 し ます． 
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．はじめに

ーアイ 大 業が まった 2 か

らの ， ， に，人と人，人と の

をテーマとして「 ー ー参加 （インク

ーシ ） イン ークショ 」を開催

してきました．この ークショ の ，つ

まり，学 達への マイン の が一定の

果を たと え， 度から， からシ

ニアまで，親 から 母 まで，幅 い

を対象とする「 ーアイ んなの イ ン

」を ートしました．

第 2 回 は，「 学で う い い し

イ ン 体 」というテーマで 2
2 （ ）に開催し，小学 2 ， 学

， 者 2 にご参加いただきました．

参加者には つの 学実 を ニ で

体 していただきました． 下，報 いたしま

す．

． 者 具によるお かき

をあてることによって が いたり え

たりする 具があると，面 いと思いませんか．

者 具は をあてると し，可 を

あてると が える不思 な 具です．その

は「 トク ミ ク 」． や可

を して 変 を起こし， したり

したりする なのです．

難しい 理はさておき，この不思 な 象を

体 してもらうため，参加者の なさんに，

者 具を っていただきました． イ と

はがき イ ，2 つの をこちらで し，

自 に を描いたり， り をしたりしていた

だきました． は とんど がない 具です

が，その 具で描いたものに， ン で

をあてると，あら不思 やかに

しました．これを して， の下でしか

えない葉 なども作 し，不思 な の変 を

しんでいました．

３． け めク ー の 果

には が含まれていますが，

を 度に ると，人の に害を すこ

とが く知られています．それを 的で，

け めク ー が されています．でも，

ち んと 果あるの と 問を持つ人もいる

と思います．では，その 果を かめて まし

う．

どのように かめますか．あれ そういえば，

ー みんなの ン  

第 回  科学で い い ン   

学部 教授  教  講師   

  子 教授   

ー みんなの ン

学部 教授　  　 教　  　 講師　  
　  子 教授　  

 科学で い い ン

− 8 −



に 応する 具があったな そう，

者 具で かめることができるのです

者 具は に 応して します．と

いうことは， 者 具で描いた に け め

ク ー を って をあてて るとよい

わけです．もし け めク ー が を

害する 果を持っていれば， 者 具で描い

た は しないは です．

なさん して ると， け めク ー

の 果はてきめん は しませんでした．

け めク ー は， かに を 害す

る 果を持つことが分かりました．

この実 はただ しいだけではなく， 説を

立て，実 で実 するといった， 学 の

を体 できる有 な 会であったと

思われます．

４． る イ 作り

は， る る イ 作りにチャレンジし

ていただきました．これは「つまめる 」「人

イク 」などで知られており，ア ン

ト が シ イ ンで 応を起

こし， 状に まることを したものです．

ア ン ト の をお で

シ の に とし， まるのを

ってからすくい ると， る る イ が

実際には， める時 がやや り ，

れた イ しかできなかった ー が

くありましたので，そこは の とつです．

この実 ，ここで わりではありません．ア

ン ト の に を

て， る イ も作って ました．この

は， ですが， をあてると

に ります．作った イ に をあて

ると， かっと って大感動 イ の不思

， の不思 ， 体 できる実 でした．

． 体 で

後は， 体 を って での不思 な

  

  

象を体 していただきました．

 体 の は ， 体 に入れ

たものはす に ってしまいます．それを か

めるため， 回は を らせて ました．

体 に をつけて数 ， は

り， く ど くなりました． った で

を って ると かなづちのように が

てました の では体 できないこ

の きの 象， なさん で， しい実

となりました．

．まとめ

回の イ ン は，小 学 を 心

として，家族 んなで な 学の不思 を体

できるイ ントとしました．参加者 なさん

の と な 情が見られ，「 学に

を持っていただく」 的はある 度達 され

たものと えています．また， 回は 学

が として参加しました．将来

となる らのコミュニケーション能

の場としても有 な 会であったと思

われました．

回のイ ントにおける実 や に

は すべき も見られましたので，その

を かし，来 度 ，より い イ ン

を開催していきたいと えています．
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．はじめに

学では 2008 から「 安

心 ート を るための 予

する人の支援」として と大学が

して の を るための ジ

クトに取り んでいます 2019 度も

からのニー の い「 予 」「認知

症」「 」「 づくり」をテーマに

体 定 ー ークを取り入れて開催い

たしました

．体 定会「自分の の体 を知り

に かしまし う 」

2019 7 12 ( ) 15 ( ) 16 ( )
合実 の一 として 学 4 に

よる 「 予 Let’s たままトレ

ーニン (12 )」「 コ テ シン ー

の予 のための ン よく べて

や を強くしまし う (15 )」「 トレ

チ体 でより な体に  (16 )」と
の 体 開 立ち 体

起こし 10m 障害 などの 的な体

定会を開催いたしました 3 回合 で 56
の方 に来ていただきました とても いなか

ありがとうご いました

参加者の感想は 「体 が ちていることを

感しました からだ全体を ったトレーニン

が必要と感じました を めて知ること

ができたことを有難く思います 」「 の

いのに ク ンとしました 強 していきたい

です 」「たいへん かった になりまし

た これからも してやっていきたいと思い 

ます 」「自分のことがよくわかってよかった

です ない を ートしたいと思います 」

などがありました

体 の一場面

定結果説明の一場面

３．「 ケア会 」 認知症の をもと

に

2016 度から「認知症になってもできるだ

け自分らしく ごすために」をテーマに「

に づくには で支えるには」「もちつ 

もたれつ お いさま」を に あんしん

生活 ー  

生活を る の る の  
学部  子    

生活を る の る の
学部　  子   

生活 ー
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すこやか ン ーと一 に取り んできまし

た 度は あんしんすこやか ン ー

業の「 ケア会 」とコ しました

12 19 ( ) れあい ン ー の

1 的 にて お いさまの (自
)を 識できるよう「認知症」の を

ー で える ークなどを いました 参加者

は 45 でした

参加者の感想は 「 マンションの取り

や 者に対する対応を学 ことができまし

た 」「少しのお が大 だと思いました 」

「大学とももっとつながっていきたいと思い

ました 」などがありました

４． 会「自分らしい人 のために

テ シーの から 」

2020 2 15 ( ) 人は と る

ー  和 による 会を開

催いたしました 参加者は 45 でした

知識 な から 人 を か

にすごしていくために 「自 定」をテーマ

にお しがありました の「

度 ン ン 」では 1 は ン ン そし

て は 58 ということから まり 「あな

たは の です 大 の で

このままでは な 者にどのような を

しますか」そして 「その 者が自分ならばど

のような を ますか」という ークもあ

り り がりました

参加者の感想は 「 ン ニ ンとか

がとても くわかりました の

感がわかります ACP(人 会 )のことを え

る ケができました 」「自 定ができ

ない時 を ごしてきた 70 の方 が

自 定しなさいというのは少し難しいの

かもしれません これからの時 の幅が

がり ACP を い人から させ(学 の

くらいから)自 定 を めていくのが

いのではないかと思いました 」などがありま

した

．まとめ

 「 安心 ート を

るための 予 する人の支援 ジ

クト」では 度も 戸 を 心に く

の の方 が参加してくださいました

また 学 学 4 の 合実 の場と

しても させていただき 学 と の

方 との学 合いの場が持てました そして

度も「 あんしんすこやか ン ー」の

ご をいただき 学が少し つ の方

と一 に や などについて えていけ

る ができあがってきたと感じております

来 度も の を ることを

に の方 の 関心のあるテー

マで 会や体 定会などを開催する予定

です
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．はじめに

 わが では近 共 き の 加に い社

会 している母親が えてきているにもか

かわら 親の家 への は んでい

ません わが の の がいる家 にお

ける の たりの 時 は 2
で 分となっています これは 親の家

時 が され めた と比 し

ても たった 分しか えていません

 親の家 参加が まない として

は「 に われて をする時 が取れな

いから 」という理 が も く いで

「 の 方がよくわからないから 」

という理 が られています また「 との

関係の で家 や をしていく難しさがあ

る」というような 関係による も えら

れています

 そこで 回は これから になる方

て の を対象に どもの 達に合わせた

方 やかかわり方 方 での

てについて 2 2 と に お

よ 体 を実 しましたので報

いたします

． の 要

）開催 参加者数

2 2  親 母親

2  親 母親

）

2 2  
テーマ「 どもの 達と関わり方 赤ち ん

との 方実 」

この回では めに どもの 達と関わり

方について を った後に どもとの

方に関する を いました

では 参加者の に合わせて 後

か から までの身体的 的な 達につ

いて解説し それ れの 達に合わせて 親

はどのように関わったらよいのかについて

説明を いました

の様

では これから になる参加者には

赤ち ん人 を し し て の は

ご自身の どもと一 に 身体を った

と身近なものを した 具作りを

いました 身体を った では どもの

達について で聞いた を り り

ながら それ れの時 に合わせた 達を

す について解説しました 身近なものを

した 具作りでは を いた

「 」「 ケ ト」 聞と を い

た「 ト ー 」などを作りながら そ

て の 講  

第１回 子 の と 方 んとの 方  

第 回 んの か 方 で子 てを る  

学部 子 

て の 講

学部　   子

 子 の と 方 んとの 方
 んの か 方 で子 てを る
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れ れの 達に合わせて どのように応 し

て べるかについて解説しました

身体を った の様

身近なものを した の様

2  
テーマ「赤ち んの かしつけ方 で

てをするコ 」

 この回では 赤ち んの かしつけ方に

関する を った後 で てをし

ていくコ についてたくさんの ークを取

り入れた と を いました

 赤ち んの かしつけ方については 赤

ち んの の と それに合わせた

入 について説明しました

 での てに関する と で

は はじめに で をしていく重要

に関する や理 について解説し その

後具体的に で てを うにあたって

問 となっている 分を から分

し その解 の ントとなるように 「

ーク」「家族像 ーク」「取 ー

ク」などを いました

３．参加者の 応と

） 後の 会

全 後に 親だけによる 会を

実 しました 会で の感想を聞く

と「はじめは り ではなかったですが 参

加して ると に有 な でした」や

「 に れてこられたのですが となって

は来てよかったなと思います もっとい い

学 たい」など 向きな 見を けまし

た また「これからもっと どもと んで

たくなりました」など 動変 のきっかけ

になったような声もあり たちにとって

有 な になったことが えました

）アンケートによる

回の の アンケートでは全 が

大変 と してくださいました その理

としては「 どもの 達と それに合わせ

たい んな を学べてよかった」「 と

してこれからどうしていったらいいかを

えるとても い 会になったから」などが

られていました

４．まとめ

参加された たちは いながら し

く に参加し で てを える ート

では時 ママからの も入りつつ しく

ションされていました てに しい

の では になれない時 の方が い

かもしれませんが これから家族として し

ていく にとって にとっては ともに

いあえる時 が大 だなと めて感じまし

た これからも にたくさんの と同じ時

を共有しながら共に学んでいけるように 様

な けづくりをしていきたいと思います
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１

．はじめに

「 」は， から ，

者が い から 得していることの い「いけ

」に して として開

され， べ 人が参加した（ ）  

これまでの開催を して， トレ 和の有

（ ら， ）や， の 参加で

状 に関する 度が有 に くなった

こと，友人ができたこと，配 者の困り は

えたことなどを 認した（ ら， ）また，

数 テ トの に を認め， 動が

能全 に何らかの きかけをしている

可能 を した（ ， ）  

の結果から，「 」は 者の

に対して一定の 果を ていると

え， 度（ 度）から， しく ども

も対象として， どもとシニア，親 から

母 まで，幅 い を対象とする 交

として ートを った

． 業開 の

（2 ）はまち と しごと

ート ンにおいて， の少

に対して 者と どもとの 交

業を している また， ら 2 は

どもとの 交 を した ジテイ な

感情体 が 者の の向 に し

全体の ーシャ ャ の に

そこで， 来のシニアに加えて， ども

との交 として した そし

て両 の 共 を ることを

的とした  

３． 業

）いけ と ー アレンジメント 

） の 家による ミニ  

３）交 会 

４）作業 学 ４学 「作業 学」との

業 

４． 業 的

）参加者が に を得る  

） 交 の と 果を  

３）４大学学 の 動の一 とする  

１ と 業

ーシャ ャ の に がると報

した  

．結果 ） 度の参加人数

部 学 学 ー 学
部

シ
リハビリテーション学部

部
部科学 大学 業 ー 大学 る 業

リハビリテーション学部 准教授　  子

とシ の の み
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者は，会場 には，大学 ，三

， （ ども ， 者 ，シニ

ア ），家族参加は４ であった 参加

べ人数は 者 ， ，大学 ，

であった  

）ジュニア（小学 ）の感想と作品

テー の

る でリー

て

） 度

回と 回の 回， （はい いいえ）

の 度 を った その結果，「はい」が

であった

３） の 家による ミニ

を知 て か

作業療法学科 教 る 講 と

．まとめ

４）作業 学との 業

， ， に実 し

た 作業 学 ４ は アクテイ ー

ニン を して，人 作業 に づく

を学んだ（ 真 参 ）  

あるシニアの方から「 どもたち一人一人が

自 にお に して その感 に かされて

います いつも をもらっています 」と

しいお言葉をかけて いた しい 業 開

少し つ で定 を りたい

と学生との
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．はじめに

ーアイ 大学（ 下 ）は

で する な 者の自覚的 感で

ある 度の 下に対する一 予 を

的に開 された予 的作業 で

ある は 2 に ーアイ４大学

ン ーによる 学 「 的大学

支援 業」 ーアイ 大学 業 交

ジ クト 学 イ に され

2 2 2 までの 2 に 学近 に す

る 者を対象に 2 の を開催した

2 度より を し学 と

の の 面をより めるように取り んだ

その一 として 作業 学 の実 を

とする 2 に 大学の 者の方（ 下

者）が模 者として参加し 作業 学

の学 が 動やク ト 動（ 下

作 動）の実 をする 会を けた

． ュ のねらい

は 2 度より ュ

と 支援 動の を るため 作業

学 後 の である「作業 動学 」

およ 作業 学 2 後 の である

「作業 動学実 」において 学 が 者

に対して 作 動を する 会を けてい

る 学 は 学を じ作業 動の 的な

について学 し 安全 理の からその

と け の 理に取り む 者の身

体 的状 を 認しながら 者との

なコミュニケーションや 的な ート

を実 することを としている さらに

学 に対しては にコミュニケーションと

交 能に関する （ ）についての 業

をおこない 学 が 者に対し する際に

どのように るまったらよいのか 自分の 動

はこれでよいのか など自分の 動を 者

の 応から り り学 取っていくことを

のねらいの一つとした

身体性
 ・接触する ︓身体的接触を⾏う
 ・⾒つめる ︓視線を⽤いる
 ・ジェスチャーをする︓身体運動、身振り⼿振りを⽤いる
 ・位置を変える︓他者との関係の中で⾃分の体を動かす
 ・正しく向く︓他者や共通の活動と関連付けて向ける
 ・姿勢をとる︓場に適した姿勢をとる

情報の交換
 ・はっきりと発⾳する︓明瞭で理解できるように話す
 ・主張する︓希望、拒絶、要求を直接的に表現する
 ・尋ねる︓事実の情報や個⼈的情報を求める
 ・交流を開始する︓注意を引く。かみあう。
 ・表現する︓感情や態度を⽰す
 ・声の調⼦を変える︓話の中で声の⼤きさや抑揚を⽤いる
 ・教える︓事実や⾃分のことを発表する。披露する。
 ・話す  ︓単語、⽂章で⾃分を理解してもらう
 ・持続する︓適切な時間の間話し続ける

関係
 ・協業する︓共通目的に向かって他社と⾃分の⾏為を協調させる
 ・従う  ︓暗黙、あるいは明⽩な社会的規範に従う
 ・焦点を当てる︓会話と⾏動を場の活動に向ける
 ・関係をとる︓他社とよい関係をとろうとするやり⽅で⾏う
 ・尊重する︓他社の反応や求めに対して調節する

（ ）

３．実 に いた 作 動の

実 する 作 動は 実際に作業 に

おいて 的手 として されている作業

動である 「作業 動学 」では 動

に取り （ 真 ）「作業 動学実 」は

テンシ 動（ 真 2）とレ ーク ト

動（ 真 ）を実 した 近では これらの

生 い を る 

ー 大学 いて １  
リハビリテーション学部     

ー 大学 いて
生 い を る

リハビリテーション学部　  　  　
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作 動の くが 社会的 応能 の を

的に いられている たとえば 障害

の取り はでは を「 きがい 動」と

づけてある テンシ 動とレ ーク

ト 動の は ある 定の や に

されることなく ともに どもから

者まで 対象の が く 作業の

づけが にできる があ られ 者に

した 作 動であるといえる

真  

真 2 

真  

４．実 報

  定 ：2
2   ：2  2 2  

後 ： 後  
  全 回の ：

第 回  模 者の説明会

第 2 回 作業 動学実 に参加

動： テンシ レ ーク ト

 第 回 作業 動学実 に参加  

動：

 第 回 づくりコー

動： き（ 者の ）

  実 場

  大学 実

  参加人数：合 （ ：一 2
学 主催者 ）

実 は 者 に対して学 2
が き う体制で実 した には，

者 学 の らによる 見交 の

会を け 回にむけた の 認を った

者に学 の様 を聞くと いくつかの

をあ ながら と 2 の るまい方の違

いについての があった その は

は や 取りなどの身体 のコミュニ

ケーション を いているが 2 になる

と会 を じ 者とよい関係をと うとす

る が られるというコミュニケーション

と交 能の の向 を するものであっ

た 者の 言の には 模 者という

を じ 学 の をとらえ 場に

そうとする人 の 達者としての の

がうかがえる このように 画は

者の社会的 の 得に う 的な

を す 果が できると える

おわりに

に わってくださった関係者

の 様に いたします
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．はじめに

 は， がんをはじめとする くのがん，

閉 （ ），動

などの くの の であり，

関 の予 や に は必 である．

コによる 害を するために社会

的に 支援 動が されているが， が

の対 は から比べ れを取っている

ことより， 人や で 支援に取り

むことは の 持およ の

から に重要な である．

 そこで， およ ４大学学

の 動 による 害 ， 持

のため， 大学を とし， ートア

イ ン の を 大することを

し， 度において，学 による コ の

動を 画し，実 した．

．実

 大学の およ ，さらに

戸学 大学， 学 大学の ，

なとじま までの 学 における学

主体による 分 度の コ の 動

を った．

 参加 者は，実 の に

大学 ン ー （ ）に 合し，参加

者 をした後に 動を った． 動

後は ン ー に まり， し

た をまとめた．

 なお， 動参加者には として， 動 2 回

につき の ー を した．

３．実 時，およ 参加人数

2 度は， コ の 動を 回

実 した． 回とも ね 2 時 分 から開

し， ね 時 分 には全 が して

の を った．

 それ れの実 における参加人数は の

りである．参加者はのべ （実 ）

であり， 度よりも参加者がのべ人数で 2
（実 ）参加者が 加した．参加者の

は 戸学 大 のべ ， 大学

学 のべ ， 学 のべ ，理学

学 のべ 2 ，作業 学 のべ ，

のべ であり， 戸学 大学およ

学 からは 回の参加があった．参加回数で

ると， 回参加が 2 ，2 回参加が ，

回参加が ， 回参加が ， 回参加が

， 回参加が であり，参加者の が

複数回の参加であった．また参加者の のう

ち分けは， のべ （ 2 ）， のべ

（ ）であり， 度よりも の参

加者数が 加した．

４． いの状

参加者は， 人 度に分かれて 動

した．それ れが ばさ を持ち， や

コの き など， に関 する ミの を

ン を 活 の  

教 ン ー 准教授 

ン を
活 の

教 ン ー 准教授　  
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った（ 真 ）．

真 ．作業 （ ）

真 2． 合 入 （ ）

． いの結果

 真 に すように イ てされた はか

なり く，実 したい れの回も同様であった．

てられていた は，しおさい公 が も

かった． 大学の や 大

の 近では に え込 に てられて

いる 向があった． の の から下に

てている は， 変わら く見られた．ま

た，しおさい公 の 合 入り 近も，

変わら くの い ， ミなどの が見

られた（ 真 2）  

．まとめ

 度も 戸学 大学の学 ンテ ア

体「 コ 」からの参加が

回あり，またイン ーンの学 も く 戸学

からの参加が全体の を めた．また，参

加者は が複数回参加しており， い

動に 的である は ばしい である．た

だ， 規の参加者を やし，そこから に対

する 識 けを めていく必要はあると え

る．

 された は， 度よりは 少ない

ようにも感じるが， 度も 回 な であ

った（ 真 ）．公 の ー の い は

したようには感じるが，公 の ンチの

り， の などの イ ての い は 変

わら く見られた．しおさい公 に たな

ができたにも関わら 大の に

の 度の い 者がまだまだ い

るということであり， ましい りである こ

の 動の 来の 的である 支援の強 も

もち んであるが， アでの や い

の イ てなどマ ー に対しての対

の の必要 も感じた．

真 ． 結果（ 2 ）

真 ． 結果（ 2 ）
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．はじめに

大学では の づくりを

支援するためだけでなく 学 たちの ー

ーニン の場として するため 立

大学等 合支援 業として 定

を 実した 大学 ーアイコ ン と

コ ン を 2 に開 しました 両コ

ン は 学の社学 動に不可 な

実 です

交 ジ クトでは 2 度か

ら づくり支援を ー ー として 学

たちと との交 の場でもある両コ

ン のより一 の に取り んでいます

下 2 度の取り について報 させ

ていただきます

． づくり支援 動

2 度も 学主催の公開 に し

た「 大 による チ ク体 」を

ー ーニン の場として 2 回開催しま

した 学 たちが による体 分 定

度 定 ン 定を ーアイコ

ン にて実 し 参加した の さん

への ー クにも取り ました また

主催の「いきいき

ー体 」へも くの学 達が参加し コ

ン における 者の づくり支援 動

にも取り ました

 両コ ン における づくり支援の実

状 を に します なお これらの 動に

は 学公認 ーク 「 ーアイ 学

ト ーク」の 学 （ ）が主に参

加しました なお コ イ 感 症

（ ）の により に でした

が 2 2 2 2
2 に開催予定であった合 回の「い

きいき ー体 」への学 の参加は し

ました

 コ ン 動実

開催 時 コ ン

イ ント

（ 参加者数）

参加

学 数

ーアイコ ン  

大 による

チ ク体  

（ ）

2 2 コ ン

いきいき ー体

（ ）

2

2 コ ン

いきいき ー体

（ 2 ）

2 コ ン

いきいき ー体

（ ）

2 コ ン

いきいき ー体

（ ）

2

コ ン  

いきいき ー体  

（ ）

2

ーアイコ ン  

大 による

チ ク体  

（ ）

療大学 ー ン と ン を

活

学部 教授

療大学 ー ン と ン を
活

学部 教授　  
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コ ン  

いきいき ー体  

（ ）

コ ン

いきいき ー体 

（ ）

コ ン  

いきいき ー体 

（ ） 

 

３． ー ーニン 果

ー ーニン を実 した 果は学

たちの感想 に に れています 面の

合 的な感想を 下に します

は の方が来ていて 体 後に一つ一

つの動きの イントなどを説明していて

を している身としてもとても参 にな

った トレ一つにしても 果のある動か

し方など知っていけたらいいなと思った

に き き 回参加させていただ

きました なのですが この ンテ

アを知るまで ー体 のことを知り

ませんでした 実際 参加して てたくさ

んの人と関わりをもててすごく しかった

です また まで勉強したことを かし

てこの体 がどのような 果があるのか

など応 的に えることができ勉強になり

ました 理学 の方が参加する会では

具体的に体 を解説してくださり いい

になりました

づくり支援 動の 場を えた画像を

下に します 学 たちは は か

しそうで こちないのですが 時 が つに

つれ き きした で ー ーニン

に取り ました ここにも 果が感じら

れます

４．まとめ

度は 回（ 度 回）の 動に べ

人数 2 の学 （ 度 ）が参加しまし

た の により参加を した

コ ン での 動が 回もありましたが

度も と同様に べ の

の さんを対象として 学 達が ー

ーニン を実 できました この で

した をもとに 来 度 も より い

で学 達に ー ーニン の場を

して く です
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．はじめに

「 」とは何だ う．人は に「 」を

めています．しかし，自分が に して

いる「 」とは何なのか，どんな状 なのか

と言う に関しては り く えていないこ

とが く，そのために，どうなったら「 」

なのかという ができ ， に「 」を

めることになってしまいます．そして，「 」

と「 和」は っても れない関係にあります

が，それがどのように関係しているのかもなか

なか分かりづらいです．自らの に づき，

自分の と 人の は関係があるのか，

や の は に関係があるのか等，

は く関係しているのに， づいていなかっ

たことなどを， り く えてもらうために，

身近なことを， 感を って える ークショ

という参加 で を いま

す． 回のテーマは「避難 （ 品）」で，

や 和について参加者 んなで えました．

． 入

ー ー ト ークの は

い大きな コの ー ． なしまし

ましっ が自 です． ー と一 に 心

と身体を すために （ ー の ）

をします．この 入の 分で，見知ら 参加者

同 があっという に ち解けて，後の共同作

業が ー になります．

に， ー の ー クの から数

んで， んなに んでもらいます．聞くだけで

はなく，自分で んで んなに聞いてもらう．

で む人， で む人， な を

って ます．そして， んなが一 に ー

からの 問を える．

て な  回  

ー ー ー  
学部 教授  子 

て な 　
　　　　　 ー ー ー

学部 教授　  子

　　　　　 ー ー ー
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３． ークショ

回のテーマは「避難 （ 品）」それにち

なんで，様 な 品や べている人，場面など

の 真を見て「 」と感じるか「 和」と感

じるかを 感で手を て，その後それ れ近

くの人と をした． 回も の方から

2 や 2 まで な の方と

の方も 人参加してくれました．

は， でもたくさん べられる

のは 和 を両手に抱えて いっ い

に るのは 和じ ないけど でもな

いような がする は体にいいから

だけど， しそうじ ないから 和では

ない 一人暮らしを めて べることに を

うようになったという参加者や， に を

いす るととてもしんどいという もあり

ました．また，誰につくってもらうのかという

で り がる ー もありました．

そこで， 自の がどれ らい 的か

をそれ れの ー で をしてもらいなが

ら， な の 品分 を見比べたり， ジ

アンの方の 品分 を見たりしました．

の の勉強をしてから， 取

ーを めるのに， ー必要 の 定のた

めに， を しました．

その後，一 に必要な の の ト

を見て，一つ一つを しながら べていたの

では， しくもないし しくもないという

認をしました． や必要な人には必要だけれ

ど， の ではそこまで にしなくても

よいのではという 見が ました．

そして， の ークです．

参加者はシ ア に一 に んでいま

す 一人 つくじを いて，そこに かれてい

る を じることになります．

えば，“三か の赤ち ん”“三か の赤ち

んのお母さん”“ イ ト の 2 の ”

“入れ が合っていない ”“ き手

の手 を して をしている ”

“ の 人， がわからない”さ

らに， ー （ ）や もいます．全

が の自分 の を じます．そして，そ

の人たちと，避難 で避難 に かねばなら

ないけれど，避難 にはどのような をどれ

らい入れればよいのかを えてもらいまし

た．

来の自分のことではない想定なので，

えることのないことを一 えました．

「赤ち んのミ クって，どうやって避難 に

入れたらいいんだ う 」「 きかもしれない

けれど， コは してもらおう．」「 ー

ニ クと ジ アンは一 なんだ うか 」

それ れの ー で模 に な をし

ながら，自分たちの避難 を描いていきます．
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４． と

 少し かったけれど を やす も込め

て，しおさい公 まで んなで に かけま

した．しおさい公 まで くことで，実際に避

難 に 動するとしたら， を かなければな

らないということを思い しました．誰が，ど

うやって 持って くんだ う． に持て

る ケ した人や 者の人も持つの

な 問がわいてきます．

 に帰ってきてから，避難 の を

て です．

「 向の人がいるので， な や果

を入れました．」という に対する 問で，

「 な や果 があるととても しいけ

れどそれらは避難 に入れておくことができ

る 」 イ ー だったらどうだ う ジ

ュー なら いかしら と な がそこか

ら がりました．「 んなで べられるように，

一 入れました 」「 が べるものは入れ

てなくて いの 」「どうやって の 」と

ても なアイ アに いが ますが， を

えることがとても難しいということもわかり

ました．避難 の入れ えの必要 と 品

の勉強もしました． 業 が

している ー で， 理 における 品

を見ると， 品 の 業 品 は

っているのに，家 品 は， えてい

る．しかもその としては，まだ べられる

のに しているものが く， べ した

に， んでいた 賞 れ れ

等も く， 時にはそのような を に

するのか，実際に見てから するのかとい

う にもなりました．

．まとめ

えることで，安全の度合いが がるけれど，

必要なものだけを よくそ えていただけ

では，安心できない．一見不要と思っても，自

分の きなものを一つ避難 に入れることで

心の になり， なことができるようにな

ることもある．避難が なら いけれどそ

うでないこともある．また， な人が一 に

るということは，お いに や ねをす

るだけではなく，思いやったり したりする

ことが 心．そのためには ご から想像 や

感 を めておく必要がある． りにいる人を

しい でよく することも必要．

アンケートでも，自分 の を られたお

か で， えなかったことを えることが

できたとの が かった．また 品 につ

いてももっと勉強するべきだとの 見もあっ

た．避難 の や自分の の 認もする必要

があると思ったという 見も かった．そして，

対に必要でなくても自分の きなものを入

れてもよいといわれて っとしたという 見

もあった．そして， かかわることのない人

たちと共同作業することがとても しく勉強

になったという 見もあった．

回の ークショ でも，参加者 度は

の方が大 で，全 がまた参加したいし，

もっと や 和について な を えた

いと言う でした．

参加者： （ の方 を含む）
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．はじめに

の で， べると言う は， をする

と言う と同じように，とても自 で に え

もせ に っていることのように思われるが，

実はとても大変なことである．赤ち んが，

から そして，だんだん大人と同じよう

なものが べられるようになるまで，とても

かに を って えられている．しかし，だ

んだん 込 にくくなっていく，状 に関す

る関心は だ いとはいえない．けれども，

は一 三回 のとても大きな で

あり，人 の くの時 を めるイ ントでも

ある．もし，その時 が しいものでなければ，

きている時 もつまらないものになってし

まう．そんな不安を取り き， しく

を ることが 来るようにするにはどうすれ

ば いのか，また もやはり まなければ か

ない，どのような があるのか，一 に え

て たい．

． 込む を める ケア

「自分でできる 下 能チ ク イント」

の では， レイ や コ ニアと

下の関 を含め， の情報を含めた を実

した．また， べる 込む動作にも体

が重要であること， 込むときに く

や関 を知ること， 込 やすい と

は， とりでできる 下体 の方 など，実

しやすい に イントを った．  
べる 込む動作は手 の 動と同様に，

なども り込んだ

からしっかりと動かしていくことの重要

，また正しい で を取ることが の

予 にもつながることを伝えた．

から

下 能に

関心の い

方 が

されている

こともあり，

つ つの

に対し， 心に されていた．また，

な実 体 も実 したが，参加者全 が

的に体を動かし， 下に関する や関 の

， とりでできる 下体 を実 していた．

３．安全においしく べるために自分でできる

ケア

下の と による 下 能への

， 下 能の 認 テ ト， 下 能を

えるらくらく体 ケアについて を

った．参加者ご自身で を 下に向けて 込

んでいただいたり， 声をしていただいたりし

て，体 を して 下に関わる の動きを実

感していただいた．参加者全 が 心に かれ，

身体等を動かすときも 的に実 された．ま

た， 者にとっての「 べることの 」の

のときには，大きくうな いて かれていた．

４． 込 にくくなったときの の

 実際に 込 にくくなってしまったとき

講 と  

い まで の か る  
科大学 ま 療 ン ー リハビリテーション ン ー    

療大学              リハビリテーション学部 准教授 子 

学部 教授 見  講師  

 学部 教授  子 

い まで の か る
講 と

科大学 ま 療 ン ー リハビリテーション ン ー　 　  
療大学 リハビリテーション学部　准教授　 　 子

学部 教授　 見 講師　  
　 学部 教授　  子
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には，どうす

ればよいの

か の方

として，

ニ ー

イン

ー とト ミ の を した． 込

にくさの 度によって の 状が 分さ

れていることや， トアで されて

いることなどを説明した．また，参加者にミ

ー ー

とト ミ を配

し， い

いの３

のト ミ を

実際に作 して

いただいた．と を けることで， の

への れ込 が っくりになり， のまと

まりがよくなるという説明に かれ， 自が作

したト ミ を に含 ，その違いを体感さ

れていた． 後にト ミ を する際の

をお伝えした．

． 下とくすり

 自分の んでいる をま イメージしても

らう．そして，その大きさや を思い しても

らう． どまでの で， の違うものや

さの違うものを一度に 込むことは難しい

と聞いたことを思い して，それらの や大き

さの違う を一度に するのはどうかと

問すると，もしかしたら しなければならな

いかもしれないということに づいてもらっ

た．そして，「 の を一度に に せて

ごっくんと を向いて む」という には，

下の から えて，大きな 違いが 2 か

あるという問いにも， を向いて むのは く

ないということと，一度に めるの というと

こ に が いてくださった．正解． 込む

ときに一 いのは“うな き”の動作でごっ

くんするのが一

い．また，

もの を一

度に に入れる

と， するため

の が入る

がない．これは くない．ということを，

の の とともに 認できた．

 それから， 参加された方は， 下

ーについてご じの方が少なかったために，

その 状や 方 などについて で説明

した．

 あと， の には があり，い い な

がなされているので， 手につ すというこ

とをしてはいけないという と，実際に有

を して見ていただく（ア ート

）．それから， 度の と の イミ

ン ， を づくる の もする．

 後に， 戸 会の レイ チ ク

のご と，避難 でも できる

ーの を った．

．まとめ

回の参加者の方は， にの 込 に困っ

ているという方はいらっし らなかったよう

であるけれど，何となく不安で，将来的に 下

困難になるのではと言う心配をお持ちの方や

家族の で困った がある方がおおかった

ように思う． や 見 の具体的な

込むための や できる 動などは，何度
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も一 にされて，帰ってからも 対に する

と っていた．また，実際に自分でト ミを

けると言う を めてされた方も く， に

の方は， に を入れて一 されていた．

理になれているは の の方も， になった

り， 手く られなかったり，思った に

難しい を体感されていた．このように しを

聞くだけでなく，実際に体 することも大 で

あると思う．

．家族で しむク マ テ のやわ

らかコー 理

 度もこの ジ クトの 後に， ート

ア テ の を得て， 下障害を持つ方と

その家族の方が一 にク マ に テ の

コー 理を し

めるイ ントを

った． は，

ー ーの方だけで

なく， めての方，

し りの方もい

らっし った．

 そして， めての方で， を われる方が，

ミ シン をお いしていたのに， らか

が来ていると言われて 認すると，実はそれが

ミ シン で，あまりにもきれいに され

ているので，わかりませんでしたと かれたり

ばれたりした．また， し りに来られた方

も， よりも なものが全て ージョンア

されていて いと いました． が

しいからか， よりも の動きが ですと

言われる方もあった． の後 テー を回

ると， な からの 問があり，それら一

つ一つにそれ れの が答える ができ．

が しいだけでなく，とても できる

会でしたと言われた．

 の時に な ー ーをさせてもらっ

て， していた 理や， のときは かっ

たのに，な か では少し かった 理があ

り，こちらの方ももっとア イ の も必

要であると えさせられた．

やかで れの を して下さったク

マ ン の に，とても んでおられる

どもさんや手を いて を こ ばせる

の方． さん に せそうに見えた．ただ

お一人， が 手な参加者の方があったが，

のイ ーマ と テ の そして，

家の と 理 からのアイシン の

し入れで， も何とか んでとることがで

きたという ニン もあったが，何があって

も て 対応できるのは， まで ってきた

とチー ークだとつくづく感じた．そ

れから， 回は される方にチ で った

真をお ししたのだが，どの参加者の方もと

ても んでくださった．

 後まで しそうに参加者同 で 真

を られている を見て，家族で しむという

ことや， れの を

しむということは， に大 なことだと感

じた ． 来 も けたいと えて

いる．

大学 ジ クト参加者 2 ，

テ ジ クト参加者 ４
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．はじめに

から しているものの

に対する関心は い に関する不

かな情報と不 分な理解は不安を させる

要 と えられ 正しい理解へ けるような

が必要と えられる は知

識と情報を させる が ましく に

よる を取り入れた体 学 が 果

的と えられる しかしながら を 理

へ持ち すことは 理 ましく

なく 者への や

の 等の も い そこで

理が不要な を含有する の

を いた の体 学

を開 し チー 学 を取り入れた

規 を する

． 動報

は 理が不要な

であり ジ

テチ 等の として入手できる

また これらの は 能 の なる を

する は も する

 に は関 会

アイ トー 会 学

より で 可能な を

いた

３．

下に ジ クトにて立 された

を交えた を す

テ ー ン

学部

を い 教
テ ー ン の

学部 准教授　 野 
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 予め で を説明し の

と2 の を いて し

の 定を う また ー ークの

にて うことが可能である

４．学 的 動

 を いた について

学会関 支 大会（2 戸

大学 戸 ） 安全 理学会第 回

学 大会へ ー した（同 2
大学 ）

． の 開

 の を いて 2
にこうべ 学 レ ジにて「身近に

する 能について実 で学 う」

の で を学 らと実 した

に 2 2 には 戸 シ ー レ

ジにて「 能と 」の イト で

の実 を った 学 が の や

の説明をした後 を いて を

い 者が結果を えさせる とした な

お シ ー レ ジでは 業 ニ ン を

けた 者からの 業 への は

で 2 と に な結果であった

この 2 2 2 に 学で開催した

実 ン ーを している 業

者 （ ）についても学 主体で った

予め 学 が実 を説明し な

を した後 ー ークによる実 の

を った

 この様に の への は

者を比 的 に することが

可能であり 理も不要である を有

する

．まとめ

を いた は正しい知識

と 学的な理解の なら 理 や数学の複合

を学 ことで 的 面的な で問

を える能 を身に けられる に自ら学

正しく理解することでア ト ト情報を

的に解 してア ト として する

学 テ シーが 立すると される
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．はじめに

有数の となった ， が では，

なる だけではなく，その の が さ

れ，いかに が 持できるかが重要な とな

っている．また，何らかの になると， は

に して されるようになり，そ

の後は， 来 を けながら で を

る人たちが えている．したがって， にお

いて重要な は，「いかに づくりを い，

を 持するか」と，「いかに安心して を

れるか」であると える． 

そこで， の づくりを 的とし，

人にはその を 持できるように， 者に

は な を ごすことができるように，

度から して， ジ クトを実

している．なお， の強 である を重

し， ク ーションを取り入れた にこ

だわって 開している． 

 ジ クトは，学 ， が一体となり，

社会 を したものである．学 は， ン

テ アの立場として に わるだけでなく，

画そのものに 心的に関 した． に 分に

し， により 全の を けた 学 学

と が共に し した． 

には， ク ーションを取り入れる

ことの重要 を伝 でき，学 は の を

して，ケアの難しさや の か，コミュニケー

ションをはかるうえでの くの学 があった．こ

こでは， ジ クトの 要とともに，その

果について報 する． 

． の 要

）開催 ，参加者およ  

第 回 ：  

 ク ーションとは何か， ク

ーションの ， ク ーションによ

ってもたらされるもの， ン マ

ージ  

 実 ン マ ージ 

第 回 ：  

 トレ とは何か， トレ ー，

トレ 応， 不 トレ ，

の トレ ー， ケア  

 実 手 ， ン マ ージ 

） 回の れ（ 回 時 分） 

）知識の （ 分） 

） の （実 ね 時 ： 分

クー ）： に実 ， 人につき 分 

） チ クおよ を交えて ：

の を入れ え制としていたため，

を けていない時 は，マ ージ ，イン

（体 分分 ）などを体 いた．ま

た， を交えて，参加者同 ，もしくは

と した． 

）学 の取り  

第 回  ：（ ） 

第 回  ：（ ， ， 

） 

ー をする ンテ アとして

の一面だけではなく，参加した学 にとって

ある となるために， 下の から の取り

を った． は， 的な関わりを心がけ，

学 一人一人が できることを した． 

と ： の 会，  

ち合わせ： の ち合わせ，開催 の 

認 

実 ： に 知識の およ の 

リ ーションを かな生活を て

学部　  み 野 子   

講 シリー
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実  

後の り り： ， 面でよかった ，

 

３．参加者の 応

 参加者から 回で感想を して いた．

に対しては，「 トレ の は自分の体 と人 に

らして えられた」，「知らないことを学べた，

さらに トレ 対 を知りたい」などの感想を

いた．また，学 の実 に対して，「マ ージ

をとても にして きありがとう」，「 して

いた」，「 のような い方とお ができて しか

った」などの声があった．その ，「 で体

を できよかった」「お とお で

ク できた」という感想を得た． 

４．学 の学

 学 からは， 後に った り りで 下のコ

メントが られた．

「マ ージを しんで下さっていてとても

しかった」，「人に れて，お もできて大変貴

重な体 だった」とケアをする が られた．

また， 学 学 は「実 を かして のお

やご家族のお ， のお を，ケアをしな

がらすることができた」ことや， 学 時から参

加を重ねている学 は，「コミュニケーションの

から のたねを つけることができるようになっ

た」と自身の についても られた．

．まとめ

 参加下さる の方から，いつもあたたかいコ

メントを き， の を 社会に するこ

とが 後も められていると感じている． 

 そして，参加学 との り りでは，この 動

を して，一人 とりに 有の学 や があり，

学 にとっても い体 になっている． 

度も， の方，学 にとって有 な

ジ クトになるために， 動の を いたい． 
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1 

1． 的

で しているがん 者とその家族が

に う心理社会的な困難に対 し り える

を見いだせるように がん 者 家族どうしで

持ちの を り いに体 を分かち合うこ

とによって ン メントされることを 的に

ー ートの場 会を することとし

た

22 度から 開催してきた

の を シュア し 者 家族が

に交 できる場とした また の第 4 回の

を まえて開催時 や回数 会場を し よ

り参加しやすい ンづくりに めた

2．対象

対象は ートアイ ン およ 戸近 に

または近 の もしくは 大学

で やケアを けている がん 者およ

がん 者の家族 15 20 とした

3．方

）開催 要

（1）場 ： 戸 際 ミ ー し会 8
（2） ：  

第 1 回 2019   9 23 （ ）

第 2 回 2019 10 14 （ ）

第 3 回 2019 11   4 （ ）

時 は 13：45 から を開 し

は 14：00 16：00 の 120 分とした

（3）参加者：

で するがん 者 がん イ ー

がん 者の家族

）開催

（1） の や 者 参加 方

などを した（2019 5 8 ）

 戸 立 ン ー

大学 と し 画 を

った

（2） 参加者 数が少なかったことから

参加者がアク しやすい に近い会場を

し 近にある「こうべまちづくり会

」での開催を した（2019 6 10 ）

ートアイ ン 聞 り込 チ シの配

戸 立 ン ー や

大学 での ーの チ シ配

学 HP の

ート イ ー での ーの

ート イ ー の でのチ シ配

戸 明 にある 300 
の でのチ シ配

（3）テーマや などに応じて

等の を得た

メン ー：

大学 学

（がん ）

大学

 （がん ）

戸 立 ン ー

 （がん ）

（がん ）

（がん ）

（がん ）

者：

 合和 （ 大学大学 ）

（4） 回の 時に参加者からの 要 に

関するアンケート を った その結果を

回開催 に した

4．結果

回に 定したテーマに づき を立て

およ が情報 を い

参加者とともに り合いを った

テーマ 者 感想

第 1 回 情報の 理と自分の 持ちを伝える

1． や について知る

2． 思 定や ACP について え 持ちを し

共有する

3．情報を し 家族や とのコミュニケーシ

ョンに 立てる ー メン ーが いに知

り合う

情報

と について（ ： ）

思 定と ACP について（ ： ）

り合い

までの体 や思いについて

や の でどのように 思 定をしてき

たか

者や家族 友人とのコミュニケーションや

持ちの伝えることの難しさや してきた

ことなど

した体 があるか

ー ー

学 ン

学部

　 ん の の
　　　　 ー ー

学部 教　  子

あい 学 あい えあ 　 ん と の ン
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2 

感想 参加者 4 （アンケート結果より）

は勉強になりました せないことを

たくさん し 聞かせていただき しい   

思いをしました 関係者の かいお心に

することができ しかったです

い い な方の状 をお聞きすることができ

参 になった 自分の テージ の状 と

比べ の方の 面の強さが感じられた

少人数で しやすかった のことを

知らなかったので わかってよかった

お を うことで安心を覚えます を聞いて

くことだけで心の安ら を覚えます 様の

明るい 向きに まされました

第 2 回 と体 理のく う

1． の と に対応する や 動につい

て える

2． っている の や え 持ちを

して共有する

3． たに えそうな があれば に取り

入れて して る

情報

と 動（ ： ）

/マイン （ ： ）

り合い

情報 に関する 問

や 動で をつけてきたこと

へのイメージ 実際

後の体 理についてやっていこうと えて

いること

感想 参加者 10 （アンケート結果より）

の はよくありますが 者の方

のお を ける 会は少ないので とてもため

になります

持ちが になりました

者さんの情報 実際の体 した を聞けたこ

とはとても かったです

この に参加すると心が とします

なさんの をもらって帰ります

参 にしたいこと 実 したいことなどありま

した

がおいしくない時があり 参 になった

第 3 回 自 で ごすために知っておきたいこと

1．自 で ごすための社会 と 方 につ

いて える

2． 和ケアや めに関する正しい知識を知 

 る

3．自 で安心して ごすために必要な情報を共

有し できる で できる

情報

がん とがん に関する制度（ ： ）

和ケア（ ： ）

り合い

情報 に関する 問

がん

和ケアや めに対する えや思い

後 できそうなこと

参加した 的を まえた自 な し合い

えたことや づいたこと の 持ち

感想 参加者 9 （アンケート結果より）

の は聞く 会も いが の 者

イ に立ったお を くことは少ないので

にとっては の しさで 心が和 と

ても しい 会でとても有難く思っています

が的 でよかった

同じ思いの 者さんの 見が聞けて自分の思い

共感できてよかった の方 ありがと

うご いました

参加してよかったです

この会合に参加すると心が和 ます 来 もよ

しくお いします 来 は に

なります

も自分より っていらっし る方に 会

えた その をどうい い な方に伝えてい

けるかを えていきたい

全 を してのご 見ご感想

いつも の情報を していただき ありが

とうご います

感 しかないです

後の にいかしたい がありました

回 をいただき 参 になった

5．まとめ

度は 大 の により開催 を

する が じたが よりも参加者は く

参加者の 度も い結果となった 対象者がが

ん 者であることから に参加を し込むこ

とが難しい 向があるため 後も し込 時

や方 を しながらより くの方に参加し 情

報を いただける会として して を

っていきたい
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はじめに

は 加 に う の

下 などが で の

に認める には

合 があり これらに対する

的 の第一 として トレー

ニン があ られる その 果は くの

により され イ インにおいても

  と明 されている したがって

に関する知識の理解 トレーニン

の 得を す を し 自ら実

できるよう支援していくことは の予

的取り として のあることである  

この度 度 交 ジ クトと

して に対し に関する知識

や トレーニン を し 自 でも

して実 できるよう を実 した

度同様 コー の実 回数を４回とし

身体 動 や体 などの も った

づくりにお 立ていただく情報を 解 し

ー クを い さらに 実度の い

ジ クト へ した  

実 要

） ジ クト 要 

実 ン ー 度 交

ジ クト「 なおし 」 トイレに

む に  

） ジ クト 者 

明 （理学 ） 

３）  

葉 （  理学 ）

実（関  理学 大学

テーション学 ） （

戸 立 戸 ン ー 理学 ）

（  理学

） （理学 ） 明 （

支援）  

４）実 時 

コー ：   

（ ） ： 時

分 実 時 ： 時 分 時 分 

コー  ：  

（ ） ： 時

分 実 時 ： 時 分 時 分 

）実 場  

大学 実 テーション  

）参加人数：合 （ ：一

主催者 ： べ人数）  

）実 報  

ジ クトは 人数を コー

実 は ね か とした

か の実 回 回

に ーア を含むため 全

回の ジ クト にすべて参加できる方を

対象とした は に関する問

実 後 について学 （

の の と の理解）

トレーニン について学 （ 的と 果の理

解） トレーニン の 得（実 ）

を った（ ） トレーニン は自

で か するよう した また

ジ の ートを制作し のトレーニ

ン 実 回数の をつけてもらい トレーニ

ン に対する 識づけを した  

みな 教  
リハビリテーション学部 准教授   子 

みな 教

リハビリテーション学部 准教授　 　 子
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 実  

として 身 体重

回数 れ有 として れの有

回数 身体 動

    

 （ ） ン

問 度    （ ）

などを した 自 での トレーニン

の実 状 も するようにした  

おわりに

身体 動 を 定した結果 ジ クト

へご参加くださった方の 数は

の 数を 回った つまり に関心

を持ち より に関心のある母 であ

ったことが された  

の身体 動 や体 身体能 として

の 度 など 定 の結果を

ー クすることで からの づ

くりに 立てていただけるきっかけになった

様 であった なお トレーニン は

実 方 を正しく理解し して実 するこ

とで 予 に がることが でき ま

た トレーニン の への第一

である このように に関する知識や

トレーニン の 的と 果等を含めた

を し 自ら自 でも実 できる

よう支援していくことは の予 的取り

として のあることである 後も

を重ね より い ジ クトを き き開催

していきたいと えている

ジ クトは「 度 大

学社学 交 ジ クト」およ

「 」の を けたも

のです また 回参加してくださった

の 様 ジ クト に をしてくだ

さった の方 に心より感 いたしま

す  
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．はじめに

が している ートアイ ン

において 者が要 状 に

らないように予 することは の

となっている しかしながら 状では

や 支援 ン ーが主体と

なった 予 の取り は 定的であ

り 動を 心とした 予 ー を

けるには 分な 会が されていな

い そこで が主体的に 予

の取り を できるようにするため

予 のための知識を有し 動を

することができる ー ーを する

ことを 的とし 戸 と して

を開催した なお 取り は

で となった また 度は たな

取 として に対する ー ー定

会も回開催した

．

   は全 回の （ 回 は

を交えた ー ション）とし

回で 予 に必要な 的知識を身

に けるための と 場で 動 を

するための実 の とした

（ ）

には 規 込者 者含め

が参加した

（ ）

は 予 において に重要であ

る分 について 大学の およ

学 が実 した 参加者の 的知識の

定 を るため 回の で 回の

について 認する時 を 回 定し

参加者の家 での を した

（2）実

   実 では での 動 に

必要な 動（ トレ チ） トレー

ニン の方 ュア クトレーニン

の３ について 重 的にトレーニン

を った の ン トレーションの

後 ー にわかれて実 を実 的

に った なお 実 の際には 回学

と 者（ ）が参加し

ートを った 参加者には 回に実

の 会を けていることを 知し 達

レ を達 するように しを った

 ー ー の

療大学 ー ー 講  

リハビリテーション学部 講師 永井宏達

第１回 介護予防の概論 運動（ストレッチ・筋⼒トレーニング・デュアルタスク）
第２回 介護予防に必要なお薬の知識
第３回 認知症、軽度認知障害の実態と予防
第４回 介護予防における栄養と⼝腔ケアについて
第５回 第1〜4回の振り返り、運動教室での指導を⾒据えた実践練習
第６回 各地域包括センター担当者からの情報提供、活動に向けたグループディスカッション

※上記に加え、毎回実技練習を実施

療大学 ー ー 講

リハビリテーション学部 講師　  
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が むに れ 参加者の も向 し

ジ の 動や 方 などを自ら開

して実 する参加者もいた また 応答

も に になっていった

回の 動 会では 得レ

の はあるものの 全 が自分の 分

に関する を実 することが 来た

で 動するための ン

後どのように で 動をしていく

のか 第 回の ーア にて参加

者同 で 見を し合った

の と ー ー

参加者には 明として 予

ー ー アを し 後 ートアイ

ン の 予 を り ていくこ

とをお いに 認し合った 後は 戸

支援 ン ーとも しなが

ら への と ー ーの

取り を支援していく予定である

３． 後の定 会の

  度からの たな取 として の

さらなるレ ア を 的とした ー

ー定 会を 開催することとなった こ

の会では ー ー自身が主体的に学

交 する 会を し 後の ー ー

動のレ ア を 的としている 会の

は 学 が 心として うことで 学 と

の学 の場とした

４． ー ーに関する ー ージの開

 度は たに ー ーの情報を す

る ー ージを開 した 後も社会に向け

て 情 報 を め る 予 定 で あ る

 実 会の様

３ 時の 合 真
 ー 学 の様

４ 定 会の様
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．はじめに

が「 共 社会」の実 を

する には， 少 による社会

や の変 に い， での支え合い つな

がりが われつつある 状への 感がある

と えられます．このような状 は障害者や認

知症者を取り く において に に見

られるのですが， によっては，そもそも障

害（者）のことを具体的に知る 会が少ないと

いう場合もあるかも知れません．

そこで たちは， の さんに障害を

具体的に知っていただくこと，そして障害のあ

る方に対するイメージや自分にできる支援に

ついて一 に えていただくことを 的に，障

害のある方と家族が 場する ュメン

ー映画の鑑賞会を 画しました．

ジ クトとなった 2 度は，第

回を ，第 2 回を に開催し

ました．参加者は 回 ， でした．

． ュメン ー映画鑑賞会

回は， 聞やテレ 等を じて障害の

や が比 的 く認知されている「認知症」

と「知的障害 自閉症」を り ました．映

画の にあたっては，障害のある方と家族の

を ア に感じられる作品であることを

重 しました．

１）第１回（認知症）

映画鑑賞に 立ち実 した「認知症」のミニ

レクチャーの一 を 下に します．誰もが

症する可能 のある ということで，認知症

への関心は く， さん 心に聞き入っておら

れたのが 象的でした．

 鑑賞した映画は「 しい時 （監督：

）」です．認知症の 母と を 症した

を の で った作品で， が する で

もお いを にかける 母の が に

象に りました．

鑑賞後の 会では，「 が われてもご

主人を思う 持ちは変わらないことが， 情や

から伝わってきた」「言いたいことが言え

なくなる，できないことが えるって，すごく

もどかしいんだ うな」「ただただ なくて

いてしまった」等，さま まな思いを共有しま

した． 場人 への共感を じて，参加者一人

とりが認知症に対する理解を めたり，自分

や家族の身に き えて えたりする時 を

ごすことができたのではないかと思います．

障害のある方の思いと生活

映画を見て みんなで考えてみませんか

リハビリテーション学部 作業療法学科 准教授 佐野 恭子

講師 清水 大輔

障害のある方の思いと生活
映画を見て みんなで考えてみませんか

リハビリテーション学部 作業療法学科 准教授　佐野 恭子
講師　清水 大輔
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）第 回（ 症）

第 2 回のテーマは「自閉症」でした．認知症

に比べると自閉症に関する情報は入手しにく

いのではないかと思われたため，ミニレクチャ

ーでは分かりやすい説明を心がけました．

鑑賞した映画は「ちづる（監督：赤﨑正和）」

です．重度の知的障害と自閉症を有する妹，兄，

母親の暮らしが描かれています．この作品は

「友達に妹のことをどう説明していいか分か

らない」という兄が，大学の卒業制作として作

りました．感情の起伏が激しく社会とのつなが

りを避ける主人公，時として予想できない主人

公の言動に戸惑いながらも真正面から全身で

向き合う母親，自分を含む家族の将来について

思いを巡らす兄．三者三様の思いが交錯する映

像に，自分が共感できる対象は誰なのか，主人

公をどう理解すればいいのか，どんな支援が必

要あるいは可能なのか等，戸惑いを覚えた参加

者もいたようです．

鑑賞後は「自閉症といっても，症状の重さに

は幅があるんですね」「勉強になったけど，自

分に何ができるかと問われると答えられない」

「言葉がない」等の感想が聞かれました．

３．アンケートから分かったこと

１）障害 障害のある方 る ー

 アンケート結果より，「認知症」と「自閉症」

の両方に対して，参加者は“複雑”“難しい”

と感じていることが分かりました．しかし「認

知症」に対しては“身近な”“穏やかな”“暖か

い”というイメージも同時に抱いているとの回

答でした．一方で「自閉症」に対しては，知識

として少し知り得たものの，はっきりしたイメ

ージを持つことが難しいようでした．  

）障害のある方 の

 認知症の方や家族への支援については，「困

りごとや頼まれごとがあればお手伝いしたい」

「家族が孤立しないよう声かけしたい」という

回答がありました．自閉症の方や家族に対して

は「家族の大変さはよく分かるが，具体的に何  
ができるか分からない」「障害のことをもっと

知る必要がある」と答えた参加者が少なくあり

ませんでした．この結果には障害の違いが関係

していると思われましたが，「何か手伝いたい

と思っても，どこまで入り込めばいいか不安」

「うまくコミュニケーションが取れるか心配」

等，その場で実際に自分が動けるかどうか不安

だという回答は，どちらの参加者からも一定数

見られました．

４．まとめ

 小規模での開催でしたが，とても貴重な情報

を得ることができました．そして，帰り際に「あ

りがとう．こういう映画はもっとたくさんの人

が見るべき」と言って下さった声にも，応えて

いきたいと思いました．
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はじめに

ジ クトは 学 という を

いて あるテーマについて参加者たちが自ら

え し合う 画である 2 から

して 開催しており 度で となっ

た きることや いること や など

誰にでもおこることを主なテーマとしている

参加するにあたって 的な知識は に何も

必要なく 必要なのは「 」と思っているこ

とを 対 を してもう一度 え して るこ

とだけである

2 学 とは

学 とは 学者のマ ク ーテが

2 に ン の の で 学的

対 を っていたことから まった 動であ

る 学 で われる対 は 必 しも

まった方 があるわけではなく ただ参加者の

をよく聞き 理解し えて すことが

められる 学 は この 動に共感する

人 によって ン 全 から にまで

まり でも 2 から関 を 心に

で開催されるようになった では

だけではなく ジ クトのように大学

の などを いて われることもある

的

家から への一方的な知識伝達では

なく 参加者同 が の様 な人との対 を

して きることや の と

いることなどをはじめとして に に

関 したテーマについて自ら えることと そ

のための 会を することを 的とする ま

た の方 の交 の場 を作ることも 的

としている

ク ニ の実

実 方

 定 ： 回

（ 回ごとにその 度参加者を ）

 時 ： 回 2 時

 場 ： 実 ン ー

 お を

回のテーマ

第 回 ．2
の はな いのか

第2回 ．同 2
になるための とは

第 回 ．2 2
しさと やかすこと

※ コ イ 感 大の状

を鑑 となりました

対 の ー

 テーマについてじっくり えて対 する

 自分自身でよく えて す

 人の をよく聞き する

 と思っていることをもう一度 え

して る

 テーマに関する 的知識は に何も

リ
あ まえを考え

教 ン ー 教授 知 准教授 見

リ

教 ン ー 教授　  准教授　 見　 

あ まえを考え
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必要ない

 対 への 参加 も自

この ジ クトでは 回ともテーマを

定し そのテーマに って と 見が 会

（ シ テー ー）または を めた

第 回は が 会を 第 2 回は 見が 会

を めた 対 を全 で共有できるよう

係は イト ー に り けた大きな

に対 の要 を し き わった

は の 方の に に っていった

の では 回 2 分 度 学

の説明や対 の ー の説明や その回

のテーマについての なレクチャーを っ

た その後は 会の のもと 自 にお

やお を しんでもらいながら ク

した の 対 を った

なお 第 回は開催を予定していたものの

コ イ 感 大の状 を鑑

とした 参加を予定していた方 にはお

し たい

対

 ジ クトも で となり 複数

回参加されている方もいる一方で めて参加

される方もおられ 参加回数はまちまちであっ

た しかし 回とも 参加回数に関わら く

の参加者がメ を取りながら 的に対 に

参加していた そして対 する で もう一度

自分の えを問い したり たな づきが得

られた様 であった 時にとったアンケー

トにも 「なかなか難しいテーマだな とあら

ためて思いました 自分の 見を い ら 自

分に問いかけ よい認識を得たように感じまし

た （第 回 ）」「それ について

えたことが かったが くの方の えを聞く

ことが 来て かった （第 2 回 ）」な

どの が見 けられた

まとめ

この ジ クトでは に 会 からミ

ニレクチャーは うものの その後は から

の一方的なレクチャー ではなく 会 の

のもと参加者同 が対 をする をと

った さらには 回の 時にも に何ら

かの結 を して めくくるのでもなかった

参加者は 自分自身で え 人の 見を聞き

様 な 見をしていく こういったことを う

なかで たり だと思っていること（

定 ）をもう一度問い す ということ自体

が のあるものだと たちは えている

なお の実 に際しては学 ンテ

アを り や の の 対 その

ものに参加してもらった 様 な の人た

ちの や や についての えを聞い

たり 参加者とともに え 言することによ

って にとって必要な や な

どについて理解し 自分の えをもつ貴重な

会となったのではないかと思う また 参加者

から「学 さんの参加がよかったと思う」（

）との声があがったり 後も参加

者と学 が しそうに会 を けるなど 学

と の交 そのものが重要な社会

にもなったようである

さらに 参加者には の方も いようだが

して の開催を けているこ

とにより で しい交 の が作られ

がっている様 が見 けられた

このように この ジ クトの 的であっ

た 参加者が自ら えることと 参加者同 の

交 は達 されたと えられる
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．はじめに

近 心理学における認知 の を

手 かりに 能や が 定できる可

能 が されている これを け コン

と チ を いて ト ー 心的回

応という つの認知 が手 に実

できる トを作 した 回は これらの

トを いた認知 と心理テ トを 戸

の 者を対象に実 し 「 と心の

チ ク」体 をしていただいた 参加者へ

の対応は 大学の学 が し アクテ

ーニン の 会とした

． ジ クトの 要

 開催 時 場  2 と

の 2 回 大学 実

テーションで実 した

2  参加者  参加者は 戸 の

な 者 であった は 学

の学 ンテ ア であった

  実 回とも と心の

についてミニ 2 分 を った後 参加者

一人 とりに学 がつき チ

を いた の認知 を 実 した

分 トレ や 的 状 を 定す

る の心理テ トも して実 した

分 後に 認知 の と心理テ ト

の結果の解 について説明し 「 と心の 」

について学 を交えて自 に ショ

ンしていただいた 分

３．認知

を知覚する 能と言葉を認知する 能の

で じる を 定する ト ー

の に思い かべたイメージを様 な

度に回 させる能 を 定する心的回

2 数 への 応時 を に作業

と の  
教 ン ー 講師    

と の

教 ン ー 講師　  
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や 動 思 を制 する能 を 定する

応 の の認知 を実 した

これらの は い れも 能の や

的 状 の 定 ー となる可能 が

されている

４．心理テ ト

トレ への対 能 や対 向を 定す

る トレ コー ン イン ント

ー 将来への 向きな や明るい 持ちを

定する   度 的

身体的な 状 を 定する

うつ的な 持ちの 度を 定する

の の心理テ トを実 した これらの

度は い れも に され

場面で く いられている

．認知 およ 心理テ トの結果

回実 した の認知 によって

能や がどの 度 定できるかについ

ては であり な 分も い 参

加者の なさんには その を説明した で

自分の ー と な大学 が同じ認知

を実 した際の 的な ー との比 から

自身の状 を 定していただいた また

の心理テ トの結果については 学

から 的な得 や 定 と らし合わ

せながら ー クした 回の参加者は

が を えていたこともあり 2
後の学 から得られた ー と比 する

と 全ての認知 において 応時 が かっ

た ト ー では認知的 がやや く

心的回 では回 度が大きい の

により時 を要し 応 では作業

にあまり頼ら に を する 向が見

られた 心理テ トでうつ 向が強い数人につ

いては 応 を する で に

応時 が くなるという 的な結果が得

られた いことに「 近もの れが ど

い」といった認知 能の えを強く える人は

認知 の が 的かむし それ で

あった 一方 的な や トレ につい

ては 人の自覚と心理テ トの結果が ね一

した

．まとめ

参加者の なさんは と心の えや 状

について不安や を持たれていた

応の 能の えは と えるべきではない

こと また 的な や トレ は誰にと

っても不可避であるため 的に状 を

して にケアしていくことが大 であるこ

とを説明し ご理解いただいた

この 画を じて 開 した トを認知

能 能 の えや 的な を 定し得る

ー として させていくために有 な

ー が得られた また 学 にとっては 認知

や心理テ トを実 する立場で の

者の方 と交 するという貴重な学 の

会となった
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1. 会について

 全 同時 会は， 際 合， 際 合

学 関（UNESCO）， 際 学

合（IAU）が と定めた 2009 に

で開 されたイ ントである．この は，

イ アの 学者で近 学の と言われる

レ レイが，自作の で の

を めた から 400 にあたる．

で様 なイ ントが開催されたが， が に

おいても， 2009 会が

され， いたるとこ で様 なイ ントが

開催された．また に 度，様 な人に

の を聞いて く 会を けようという

があり， である や 20 の伝

的 の の 後に 全 で 会を開

催することになった．これが全 同時

会の まりである．全 でのこの は大変

だったようで， も開催を する声が

数あったため，その後定 のイ ントとして定

してきており， も 学を含め 99 の

会場が され，7000 を える方が に

関する を しんだ． 学では の （2009
）から会場として参加している．

． 学の 会の 要

2009 に めた 会は のた

めに となったため， が変わった で

10 回 となった． 学社学 が主催と

なって，会場の つとして参加した．第 回か

ら３回までは 18 時，18 時 からの開 であっ

たが，2013 度より 19 時開 となった． が

問を めていた ーク の学 の

で，2013 度から 会 後に，

の方 と で 体を する 会の時

を作ることとしたためである． 会の

時 の は 19 時 であり， 会を 会

後に開くことを すると， 会を 時

とすれば 18 時 での 会開 は少し い．

20 時 であれば もある 度 くなってい

るために，このような時 で開催している．場

は 2014 度から M112 より ク ー

へと変 となった．大 ク ーンかつ ー

を くできるため，きれいな 体画像がより

映えるようになったのではないかと思う．

３． 度の と 会

 和 度は 2019 7 12 （ ）19 時

20 時に 大学の ク ー で っ

た．アンケートやこれまでに開催したときの参

講  
教 ン ー 教授   

1： 度の ー

講

教 ン ー 教授　  
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加者の方 の 応を し，できるだけ 会

に時 を くということと， 会に重きを

くのであれば，見られる 体のことをたくさん

知ってもらおうと え，この時 に見られる

体，実際に 会で見ることができる 体につ

いて 会で させていただくことにした．ち

うど， も もいっし に見られること，

の も見られることなどから， のテー

マは，「 と の 」とした．

は 報が る で となってしまったが，

は に まれ， 会を 開く がで

き， ， ， ， ，少し くまで ら

れた方 と の を で すること

ができた．参加者は 62 であった．2009 か

ら なるテーマで開催を っているが，な

るべくその に れる 象や，ニュー に

なった など の に ら 身近な

になるように している．また，参加者の

は幅 く，小学 から 者の方まで参加

して下さっているため，そのような も え

ながら の も えている． 近三 のテ

ーマは 下の りである．

開催 テーマ

2016 惑 の し

2017 惑 の し

2018 による

2019 と の

1： 近三 の テーマ

 ， の で があって手伝ってくれ

る人ということで学 ンテ アの を

かけたが， 度は よりも い の

者 12 が 会， 会の を手伝って

くれた．

４． 後に

 テーマの 定に ながらも 度で

なんとか 10 回 を数えるまでになった．

参加して下さる方もおられ，少しでも の

方 同 の交 などに 立てられたら いで

ある．また， 学社学 ，

の 方， 実 テーション

の の 様， ンテ アの学 の さ

んのご で 開催させて いている．この

場を りて く感 する 第である．
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